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１目的 

 本報告では、愛媛県内において愛媛障害フォーラム（EDF）が障害者差別事例収集のために行

ったアンケート調査及び聞き取り調査の結果から、愛媛県内で実際にどのような障害者差別が起

こっているのかをあきらかにする。 

障害者差別事例収集のための調査は、国連の「障害者権利条約」批准のため２０１３年６月「障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が成立し、愛媛県でも障害

を理由とする差別を解消するための条例づくりに今後取り組むことになることを受け、愛媛県内

の障害者差別の実態を知るために行われたものである。EDFでは愛媛県内で起こっている障害者

差別を把握し、実態にそくした内容の条例を作って欲しいとの思いから差別事例収集を行った。 

※愛媛障害フォーラム（EDF）とは、２０１２年から活動を開始し、２０１３年愛媛県内の障害

者団体、関係団体、個人が集まり、障害者の権利保障と関連施策の拡充が図られることを目指し

て結成された団体である。 

 

２方法 

 愛媛県内において２０１３年７月から１２月にかけて障害当事者、家族、支援者などから、ア

ンケート用紙「障害のために嫌な思いをした経験アンケート」を用いて障害者差別に関する事例

を収集した。また同時に障害当事者、関係団体からの聞き取り調査も行った。２０１４年度は第

２次調査として引き続き障害者差別事例の収集のため、アンケート用紙を用いた調査と聞き取り

調査を行う予定である。 

 

３結果 

 アンケート、聞き取り調査などにより６ヶ月間で２５０を超える事例が集まった。集まった事

例はどのような場面で差別が起きたのか、場所や状況等により１２分類した。 

 

４結論 

 アンケート結果から現在でも教育現場、公共交通、地域などさまざまな場所で障害者差別が起

こっていることが明らかになった。しかし、「障害者差別解消法」の対象には当てはまらないと考

えられる事例も多く寄せられた。また、同じような状況であっても、障害者差別を受けたと感じ

るかどうかには個人差が見られた。そして、アンケートや聞き取り調査を行う中で、障害当事者

自身が、自身とは異なる障害を抱えた障害者がどのような場面で困難を感じ、障害者差別だと感

じているのかを知ることができたことで、それぞれの立場に対する理解が進むという事例が発生

した。 

本報告では２０１３年度調査を主に報告を行うが、２０１４年度調査についても途中経過の報

告を行う予定である。 
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